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The Consideration of Rock Festival mainly FUJI ROCK FESTIVAL. The relation of their planning and 
unban planning. I analyse FUJI ROCK’s architectuial concept. 
 
 
１． 研究背景・目的 
 私は、学生生活で、建築と音楽という２つの分野の
関連性について研究を行っている。その中で、音楽鑑賞
という分野を超えて普及しているロックフェスティバ
ルについて、建築計画学的に紐解いていこうと考えた。 
複数の舞台と、音楽鑑賞目的以外の用途を持つエリア
が複合されていることで有する、大規模な面積と膨大な 
人員、かつ、イベント開催時にのみ設営し、終了時に撤
収する”インスタント性”という特徴的である。中でも
アクティビティ豊富なフジロックフェスティバルをメ
インとして研究を行う。 
スケールの小さな”仮設都市”としての機能を持つで
あろう、フジロック会場がもつ建築計画の要素について
分析し、実際の建築計画のあるべき姿を考察する。 
 ロックフェスとまちづくりの関連性について分析
することで、ロックフェスに対する”建築”および”都
市”としての認識をはかる。 
 
２． ロックフェスティバルの歴史 
（１）ロックフェスティバルとは 
ロックフェスティバルは、1960年代アメリカで普及し
たロック音楽に特化した音楽祭。 
1960年代後半のモントレー・ポップ・フェスティバルや
ウッドストック・フェスティバルが始まりである。 
 
 
 
(２)フジロックとは 
開催地：新潟県南魚沼郡湯沢町 
1997 年から毎年 7 月末に開催される野外ロックフェ
スティバル。(2017 年は 7/28( 金) ～ 30( 日) 
所在地：新潟県南魚沼郡湯沢町 
ロックフェスとはいえ、ポピュラー音楽全般、和太鼓、
ジャズ、民族音楽等々の音楽も。 
 
フジロック動員数 
1997 30,000 ― 30,000  
1998 67,000 ―   
1999 72,000    
2000 61,000    
2001 79,000    
2002 90,000    
2003 100,000 32,700 37,000 31,000 
2004 102,000 30,000 30,000 30,000 
2005 125,000 35,000 40,000 35,000 
2006 131,000 36,000 40,000 39,000 
2007 127,000    
2008 119,000    
2009 123,000 36,000 38,000 34,000 
2010 125,000 34,000 37,000 39,000 
2011 115,000 27,000 35,000 30,000 
2012 140,000 30,000 40,000 31,000 
2013 111,000 30,000 40,000 40,000 
2014 102,000 30,000 40,000 40,000 
2015 115,000 32,000 39,000 34,000 
2016 125,000 30,000 40,000 40,000 
2017 125,000 32,000 40,000 38,000 
３． フジロックの会場プランニングとアクティビ
ティ 
（１）会場構成と動線 
  
図１ フジロック簡易ダイアグラム 
 
エントランスから、パレス・オブ・ワンダー → エン
トランス → レッドマーキー →グリーンステージ  
→ホワイトステージ →フィールド・オブ・ヘブン    
→オレンジカフェ →カフェ・ド・パリといった動線。 
 
 
図２ フジロック会場全体図 
 
 
エントランスから最短部のカフェ・ド・パリまでおよ
そ 2kmに及ぶ会場。地形の高低差を利用してステージと
客席部分が構成されている。 
 
 
(２)．プランニングに伴うアクティビティ 
a.)グリーンステージ 
収容人数は 4 万人のフジロックメインステージ。 
グリーンステージでは、間近で鑑賞するステージ最
前部、座りながら傍聴する、座る・寝そべるなど休
憩しながら演奏を膨張する姿が見られる通路後方
と、１つステージ中にアクティビティが数多く入っ
ている。 
 
図３ グリーンステージ断面図 
傾斜した地形に合わせたステージ配置で、後方からも
クリアに見渡せるように。 
 
 
 
    
図６ グリーンステージ各アクティビティ 
 
 
b.)フィールド・オブ・ヘブン 
 収容人数は 5,000人、ステージ周辺には屋台があり、
音楽鑑賞と飲食という「娯楽」と「生活」のアクティビ
ティの要素が密接に交わっていると考えられる。 
 
図４ ステージ図 
 
  
図５ フィールド・オブ・ヘブン各アクティビティ 
 
荒天になると、一斉に各屋台のテントで雨宿りをする
姿が見受けられ、テント内のスムーズな身動き・飲食が
困難になる状態が見受けられた。 
 
 
c.)その他インフラ面 
 
図９ 車両通路ダイアグラム 
表動線を通るコースと、本部側(図版上部)から迂回す
る裏動線コースと大きく２つに分かれている。 
エントランスから長距離を有するステージでは、裏動
線を通ることが円滑な手段となる。 
 
一般客エリアと車両の共用動線においても、双方の円
滑な移動をはかるために、歩車分離の動きが見られる。 
 
 
 
 
４． フジロック設備計画 
(1) １.トイレ配置 
各ステージ間・ステージ脇に 75～100のトイレがおお
よそ 400mスパンでの設置。 
 
(2) ゴミ捨て場の配置計画と人員配置 
屋台前で常にゴミが発生するエリアと、時間帯によっ
て各地のゴミが集まり膨大なゴミが発生するエリアの
大きく２つの分類でスタッフの配置スタイルが異なる。 
 
５． 結論： 
フェスティバルの公演に必要なコンテンツを即席で設
営し、終演後に撤収をするという一連の流れは、 
都市の形成に必要な要素を必要に応じて組成すると
いうことで、まちづくりとの大きな関連性が見られ、シ
ンプルな建築形態が形成されることから、都市計画の形
態を明瞭に表している。 
ロックフェスがポピュラー音楽の分野にとどまらず、
建築物として会場計画においても注視され、今後の都市
計画に役立つ点が増えていくとよいと私は考える。 
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